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一般会計一般会計 33 億 6,200 万円  
（前年度比３%増）（前年度比３%増）

平
成
平
成
2929
年
度
年
度

　
　
　

当
初
予
算
決
ま
る

　
　
　

当
初
予
算
決
ま
る

特別会計特別会計 22 億 6,851万 4千円 
（前年度比17.7%増）（前年度比17.7%増）

　

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月

７
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。
議
案
27
件
、
報
告
３
件
が

上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

自
主
財
源
…
町
が
自
主
的
に
得
ら
れ
る
財
源

依
存
財
源
… 

国
や
県
の
基
準
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
た

り
、
割
り
当
て
ら
れ
る
財
源
で
町
単
独
で
決

め
ら
れ
な
い

　

自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
税
収
は
納
税
義
務
者
の
減
少
や

法
人
町
民
税
に
お
い
て
一
部
法
人
の
従
業
者
数
の
減
少
に
よ

り
、
前
年
度
比
６
２
６
万
６
千
円
、
率
に
し
て
3.2
％
減
の
１
億

８
８
９
２
万
１
千
円
の
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。地
方
交
付
税

に
つ
い
て
は
、平
成
27
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
減
の
影
響

が
大
き
い
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、人
口
急
減
補
正
に
よ

り
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
は
16
億
６
千
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加
を
見
込
み
、

当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
前
年
度
よ
り
２
千
万
円
増
額
の
３
千
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一般会計歳入状況

一般会計歳出状況
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◆ 

 29
年
度
よ
り
開
設
す
る
祝
島

い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

◆ 

福
祉
医
療
費
助
成
事
業
の
充

実
◆ 

風
力
発
電
建
設
事
業

民
生
・
衛
生

◆ 

有
害
獣
対
策
の
経
費

◆ 

上
関
町
特
産
物
セ
ン
タ
ー
の

運
営
助
成

◆ 

町
道
白
井
田
・
蒲
井
線
改
良

事
業

◆ 

町
道
惣
津
・
観
音
線
道
路
改

良
事
業

◆ 

上
関
・
室
津
・
祝
島
各
漁
港

の
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保

全
事
業

◆ 

町
営
バ
ス
の
車
両
購
入

産
業
・
土
木

そ
の
他
の
重
要
事
業

平成29年度主要事業平成29年度主要事業

　需要が多いため、今年度も引き続き公営住宅
１棟２戸、定住住宅３戸を室津地区に建設

定住対策
「ささえあい基金」を活用し、29 年度も継続
 ・ 自治会組織等運営費助成
 ・小中学生の医療費無料化
　 給付要件の所得制限撤廃を 29 年度も継続
 ・ 福祉優待バス乗車証交付事業
 ・ 通学バス定期券購入費の半額助成
 ・ インフルエンザ予防接種の委託および助成

暮らしの支援

　「道の駅上関海峡」及び「上関海峡温泉鳩子の
湯」「総合文化センター」「四階楼」などとリン
クした駐車場・公園、船舶の係留施設などを整
備。また、新たな特産品の開発、地元農水産物
の出荷促進で町内の産業活性化につなげ、雇用
の確保にも努める。

産業観光振興に係る事業

風力発電（平生町）

現在の町営バス
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◆ 

室
津
地
区
消
防
機
庫
の
建
設

◆ 

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

◆
町
制
60
周
年
に
関
す
る
経
費

総
務
・
企
画

◆ 

城
山
歴
史
公
園
の
整
備

◆ 

上
関
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
◆ 

室
津
港
湾
埋
め
立
て
地
の
整

備

教
育
関
連

国民健康保険事業
　７億３,０６１万７千円 前年対比４．４％減

簡易水道事業
　１億２, ８１１万５千円 前年対比１１．１％減

農業集落排水事業
　１, １６３万８千円 前年対比１５．３％減

漁業集落排水事業
　１, ６４９万３千円 前年対比３．１％増

航運事業
　３, ６６７万円 前年対比３３．３％減
　かみのせき丸のエンジン交換終了による

風力発電事業
　４億３, ２７０万円
　今年度より事業費として計上

用地取得事業
　５, ０００万円 前年度と同額

特別会計 11 会計特別会計 11 会計

現在の室津消防機庫

城山歴史公園

後期高齢者医療事業
　７, ９６６万９千円 前年対比２．３％増

介護保険事業
　保険事業勘定　６億８, ４７４万８千円
　前年対比１．１％減
　介護サービス事業勘定　２６５万１千円
　前年対比２５．４％減

へき地診療所事業
　５, ８９４万２千円 前年対比１８．４％減

へき地歯科診療所事業
　３, ６２７万１千円 前年対比２．２％減
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全
て
の
会
計
に
お
い
て
、
年

度
末
を
迎
え
て
の
清
算
及
び
不

足
等
に
よ
り
所
要
の
調
整
を
行

う
も
の
で
、
歳
入
歳
出
の
予
算

を
増
額
又
は
減
額
し
て
い
る
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳

入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
７
２
４
６
万
４
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
33
億
３

０
５
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

歳
入
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の

増
、
国
庫
補
助
金
に
お
い
て
年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
補
助
事
業
費
の
減
、
県
補
助

金
の
漁
港
漁
場
機
能
高
度
化
保

全
事
業
費
の
減
、
基
金
か
ら
の

繰
入
金
の
減
な
ど
。
歳
出
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
よ

る
経
費
増
、
電
算
関
係
備
品
購

入
費
減
、
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
減
、
祝
島
し

尿
処
理
施
設
の
修
繕
費
減
、
水

産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
工
事

減
、
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
設

計
委
託
料
減
、
上
関
中
学
校
旧

体
育
館
解
体
撤
去
工
事
費
減
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
費
の

減
な
ど
。

　

平
成
28
年
度

　
　
　
　

補
正
予
算

条
例
の
一
部
改
正

指
定
管
理
者
の
指
定

○
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

○
上
関
町
税
賦
課
徴
収
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定○
上
関
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

○「
上
関
海
峡
温
泉
」と
道
の
駅

「
上
関
海
峡
」
の
指
定
期
間
満
了

に
伴
い
、
新
た
に
一
般
財
団
法

人
「
な
ご
み
」
代
表
理
事
柏
原

重
海
を
新
た
に
指
定
す
る
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

○
上
関
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

○
上
関
町
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

規
約
の
変
更
等

専
決
処
分

○ 

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
共
同
処
理

す
る
事
務
の
構
成
団
体
の
変

更
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
規
約

の
変
更

○ 
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合

の
財
産
処
分

工
事
請
負
契
約
の
変
更

※
平
成
28
年
度
室
津
地
区
定
住

促
進
住
宅
新
築（
建
築
主
体
）工

事
の
契
約
金
額
の
変
更
で
78
万

６
２
４
０
円
増
の
５
１
２
２
万

２
２
４
０
円
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

若者定住促進住宅（室津）
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嶋
尾　

忠
宏 

議
員

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
推

進
状
況
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
周
知
は
。

◆
岡
崎
高
齢
者
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長

　

国
・
県
も
推
進
し
て
お
り
、

少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
る
状

況
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
税
制
上
薬
局
で
買
っ
た

も
の
が
該
当
に
な
る
制
度
で
、

こ
ち
ら
は
周
知
が
足
ら
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
の
で
広
報

等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

嶋
尾　

忠
宏 

議
員

　

認
知
症
カ
フ
ェ
送
迎
業
務
委

託
料
で
、
認
知
症
カ
フ
ェ
は
あ

る
の
か
。

◆
岡
崎
高
齢
者
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長

　

町
が
実
施
主
体
と
い
う
事

で
、
月
１
回
、
ほ
の
ぼ
の
活
性

化
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
木
曜
日
の

午
後
か
ら
１
時
間
程
度
開
い
て

い
る
。
室
津
の
方
が
利
用
す
る

と
難
し
い
面
も
あ
り
送
迎
を
社

協
へ
委
託
し
て
い
る
。

　

嶋
尾　

忠
宏 

議
員

　

排
水
管
等
修
繕
工
事
は
ど
こ

な
の
か
、
ま
た
、
水
道
管
な
ど

老
朽
化
対
策
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

◆
吉
田
生
活
環
境
課
長

　

古
い
の
は
30
年
前
か
ら
の
布

設
が
あ
り
、
財
政
的
な
事
を
考

え
対
応
し
て
い
く
。
今
回
予
算

も
突
然
の
漏
水
な
ど
不
足
の
事

態
に
対
し
て
の
工
事
費
。

質質
疑疑

応応
答答

　

山
戸　

貞
夫 

議
員

　

法
人
の
現
年
度
課
税
分
、
均

等
割
り
の
中
に
３
０
０
万
円
の

会
社
が
一
つ
な
く
な
っ
て
い
る

理
由
は
。

◆
立
畠
総
務
課
長

　

均
等
割
り
の
考
え
方
が
従
業

者
数
50
人
以
上
と
い
う
規
定
が

あ
り
、
50
人
を
切
っ
た
従
業
員

数
の
減
に
よ
り
税
率
が
変
わ
っ

た
の
で
、
法
人
数
の
減
少
で
は

な
い
。

　

嶋
尾　

忠
宏 

議
員

　

上
関
福
祉
会
運
営
費
補
助
金

で
、
経
費
の
削
減
努
力
は
必
要

だ
と
思
う
が
、
検
討
は
さ
れ
た

の
か
。

◆
岡
崎
高
齢
者
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長

　

現
在
30
床
の
病
床
の
と
こ
ろ

を
35
床
に
増
や
す
よ
う
な
事
も

今
後
検
討
し
な
が
ら
、
介
護
報

酬
が
入
っ
て
く
る
よ
う
な
事
も

考
え
て
い
き
た
い
。

　

山
戸　

貞
夫 

議
員

　

稚
魚
種
苗
代
で
４
０
０
万
円

計
上
し
、
こ
れ
を
継
続
し
て
い

る
。
現
状
は
放
流
し
て
も
町
外

の
者
の
違
反
操
業
、
プ
レ
ジ
ャ

ー
ボ
ー
ト
な
ど
に
と
ら
れ
る
比

率
が
高
い
の
で
は
。
漁
場
管
理

と
い
う
側
面
で
の
取
り
組
み
も

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

◆
松
村
産
業
観
光
課
長

　

稚
魚
放
流
の
効
果
に
つ
い
て

は
随
時
追
跡
し
検
討
し
て
い

く
。
違
反
対
策
は
県
と
連
携
し

て
取
り
組
み
、
漁
場
管
理
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

地域包括センターのイメージ

日本ジェネリック医薬品学会資料参照

　

嶋
尾　

忠
宏 

議
員

　

経
営
自
立
化
支
援
事
業
は
、

本
年
度
何
人
対
象
か
。

◆
松
村
産
業
観
光
課
長

　

３
年
間
、
支
援
金
を
支
給
す

る
事
業
で
、対
象
者
は
１
名
。　

　

嶋
尾　

忠
宏 

議
員

　

地
域
包
括
支
援
事
業
の
制
度

改
正
は
、
ど
う
い
っ
た
変
更
に

な
る
の
か
。

◆
岡
崎
高
齢
者
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長

　

要
支
援
の
方
の
サ
ー
ビ
ス
が

地
域
支
援
事
業
の
方
に
移
り
、

対
象
者
も
認
定
手
続
を
取
ら
な

く
て
も
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
様
に
変
わ
っ
て
い
き
、
町
独

自
の
緩
和
し
た
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
様
に
な
る
。

　

平
成
29
年
度
予
算

豊魚祭での稚魚放流
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山
戸　

貞
夫  

議
員

　

公
有
財
産
購
入
費
が
３
８
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
風

力
発
電
用
の
土
地
購
入
費
の
他

ど
こ
が
対
象
な
の
か
。

◆
立
畠
総
務
課
長

　

風
力
発
電
用
土
地
は
、
こ
の

項
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
道
路

お
よ
び
住
宅
関
連
の
用
地
を
購

入
予
定
。

　

嶋
尾　

忠
宏 

議
員

　

町
内
道
路
案
内
サ
イ
ン
整
備

計
画
は
す
べ
て
終
了
し
た
の

か
。

◆
松
村
産
業
観
光
課
長

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
減
額
し
て
い
る
。
今

後
は
早
急
に
必
要
か
ど
う
か
を

踏
ま
え
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

嶋
尾　

忠
宏 

議
員

　

外
来
収
入
が
、
か
な
り
減
額

に
な
っ
て
い
る
が
そ
の
要
因

は
。

◆
岡
崎
高
齢
者
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長

　

患
者
数
の
減
少
に
伴
っ
て
診

療
報
酬
の
方
も
減
っ
て
き
て
い

る
。

　

平
成
28
年
度
補
正

聞聞聞聞聞のここのここのここががが  きたい     きたいきたいきたいのここが  　  きたいのここが  　  きたいのここが  　  きたい町政町政町政町政町政町政

３月定例議会では３名の議員が３月定例議会では３名の議員が
　　　　　　　　５件の質問をしました。　　　　　　　　５件の質問をしました。

山
村　

泰
志 

議
員

　

今
年
の
城
山
歴
史
公
園
の
河

津
桜
来
園
者
は
前
年
よ
り
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。
道
の
駅
を

起
点
に
東
山
か
ら
城
山
を
経
由

し
旧
岡
山
道
に
通
ず
る
上
盛
山

へ
の
古
道
周
遊
型
遊
歩
道
コ
ー

ス
と
適
所
に
撮
影
ポ
イ
ン
ト
を

整
備
す
れ
ば
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

愛
好
者
や
写
真
家
な
ど
の
リ
ピ

ー
タ
ー
が
更
に
増
加
す
る
。
上

盛
山
花
木
公
園
も
、
城
山
公
園

来
園
者
も
満
足
度
ニ
ー
ズ
に
配

慮
し
た
開
発
を
望
む
。
町
長
の

考
え
を
問
う
。

　

城
山
歴
史
公
園
は
県
内
有
数

の
河
津
桜
の
名
所
と
し
て
認
知

度
も
徐
々
に
高
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
相
乗
効
果
で
道
の
駅
や
鳩

子
の
湯
も
賑
わ
っ
て
い
る
。
観

光
ル
ー
ト
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
考

え
ら
れ
る
。
手
始
め
に
上
関
大

橋
袂
の
砲
台
跡
を
整
備
し
て
お

り
、
道
の
駅
を
起
点
に
、
城
山

公
園
を
経
由
し
、
花
木
公
園
を

整
備
す
る
上
盛
山
ま
で
の
ル
ー

ト
を
検
討
。
更
に
町
内
全
域
に
、

観
光
ル
ー
ト
を
伸
ば
し
、
観
光

振
興
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

東山から城山を経由した上盛山までのトレッキングルートの整備について東山から城山を経由した上盛山までのトレッキングルートの整備について

質
問

城山歴史公園の遊歩道

　答 観光ルートを町内全域に伸ばすことで観光振興していきたい

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁
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島
へ
の
定
期
船
が
従
来
規
模

の
新
造
船
と
な
り
、
島
民
は
喜

ん
で
い
る
。
今
後
、浮
桟
橋
設
置

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た

な
発
着
場
へ
の
対
応
で
、
旧
波

止
め
一
部
切
り
取
り
及
び
待
合

所
・
切
符
売
場
の
移
動
へ
の
対

処
を
問
う
。
次
に
、島
の
医
療
に

つ
い
て
。
常
勤
医
師
の
離
任
で

困
惑
し
た
が
、
新
た
に
週
二
回

午
後
の
診
療
が
確
保
さ
れ
、
安

堵
し
た
。
た
だ
、
従
来
の
体
制

と
異
な
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
が
つ
ぶ
や
か
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
に
町
長
の
見
方
を
問

う
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

新
造
船
建
造
は
、
旧
船
の
老

朽
化
に
伴
う
安
全
性
、
維
持
修

繕
に
か
か
る
経
費
増
の
見
込
み

か
ら
、
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。
単
胴
43
ト
ン
、
定
員
75
人
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
適
合
と
な
っ
て

い
る
。
新
桟
橋
は
、
利
用
し
や

す
い
よ
う
堤
防
の
一
部
切
り
取

り
や
町
の
施
設
と
し
て
維
持
管

理
し
て
い
る
待
合
所
の
位
置
も

協
議
検
討
し
た
い
。
診
療
所
に

関
し
て
は
、
医
師
の
確
保
が
厳

し
い
現
状
で
は
、
ま
ず
今
の
診

療
体
制
が
後
退
し
な
い
よ
う
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

　答 一緒に協議検討していきたい

祝島島民の声を見つめてほしい祝島島民の声を見つめてほしい

質
問

山
戸　

貞
夫 

議
員

祝島待合所

　

上
関
原
発
計
画
は
現
地
工
事

の
停
止
で
表
面
上
の
動
き
は
な

い
が
、「
国
策
」
故
に
撤
退
の
流

れ
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、約
80

キ
ロ
離
れ
た
岩
国
に
は
極
東
最

大
の
米
軍
基
地
が
あ
り
、
核
疑

惑
と
共
に
最
新
鋭
戦
闘
機
の
配

備
等
が
さ
れ
、
有
事
の
際
は
最

前
線
基
地
と
な
る
。
上
関
原
発

が
出
来
た
ら
、
基
地
の
そ
ば
に

あ
る
原
発
は
当
然
相
手
国
の
攻

撃
対
象
と
な
る
。
国
策
と
い
え

ば
、
住
民
に
大
き
な
迷
惑
・
被

害
を
う
け
て
も
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

国
策
と
は
文
字
通
り
国
が
決

定
す
る
政
策
の
こ
と
で
、
我
が

国
に
と
っ
て
重
要
な
政
策
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
国
策
だ
か
ら
と
は
い

え
容
易
に
受
け
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
も
な

い
。
国
の
政
策
は
重
要
だ
が
、地

域
住
民
の
理
解
が
何
に
お
い
て

も
大
切
で
あ
り
、
そ
の
上
で
安

心
安
全
と
地
域
振
興
の
バ
ラ
ン

ス
を
総
合
的
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
私
と
し
て
は
、
岩
国
市

の
判
断
で
あ
り
、
政
策
選
択
を

尊
重
し
た
い
。

上関原発計画と米軍岩国基地の関連について上関原発計画と米軍岩国基地の関連について

質
問

米軍岩国基地配備のオスプレイ

　答 岩国基地問題は国策問題。岩国市の政策選択を尊重
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祝
島
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が

新
規
事
業
と
し
て
予
算
化
さ
れ

て
い
る
。
以
前
、
島
の
お
年
寄

り
が
集
い
、
食
事
や
風
呂
が
利

用
で
き
る
施
設
を
多
く
の
島
民

が
望
ん
で
い
る
と
質
問
し
た
。

町
長
は
「
地
域
の
実
状
に
合
せ

検
討
し
、
全
地
区
で
の
取
り
組

み
を
目
指
す
」
と
答
弁
さ
れ
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
の
事
業
と
思

う
が
、
事
業
の
概
要
と
祝
島
地

区
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
か
お
尋
ね
す

る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
９
月
ま

で
を
準
備
期
間
と
し
、
地
区
の

皆
さ
ん
と
町
が
互
い
に
担
え
る

部
分
を
協
議
し
て
い
く
予
定
。

事
業
の
本
格
的
な
実
施
は
９
月

か
ら
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
町
と
地
域
が
お
互
い
に
で

き
る
こ
と
を
持
ち
寄
っ
て
の
事

業
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
ま
さ
に
「
互
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
で
あ
る
と
思
う
し
、
地

域
包
括
ケ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。
地

域
を
あ
げ
て
、
こ
の
事
業
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

　答 地域をあげて支援をお願いしたい

地域支援事業について地域支援事業について

質
問

清
水　

敏
保 

議
員

八島いきいきデイサービス

　

来
年
度
の
主
要
事
業
を
み
る

と
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
町
の

活
性
化
に
係
る
関
連
事
業
と
暮

ら
し
の
支
援
等
に
係
る
事
業
が

継
続
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、自
主

財
源
の
確
保
と
上
盛
山
展
望
台

の
ア
ク
セ
ス
道
の
整
備
、
花
木

公
園
整
備
に
よ
る
観
光
振
興
の

三
点
を
期
待
し
た
風
力
発
電
事

業
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
事
業
に
つ
い
て
は
現
在
、
近

隣
地
区
の
説
明
会
等
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
お
尋
ね
す
る
。

　

現
在
、
風
況
調
査
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
風

車
の
安
全
性
を
精
査
し
、
国
に

風
車
設
置
等
の
届
け
出
を
出
し

て
、
今
年
の
秋
か
ら
風
車
の
製

作
に
入
る
予
定
。
１
月
よ
り
伐

採
工
事
が
始
ま
り
、
３
月
よ
り

道
路
の
拡
幅
工
事
に
着
手
し
て

い
る
。
平
成
30
年
の
春
に
は
、

風
車
の
進
入
路
、
敷
地
造
成
を

完
成
さ
せ
、
夏
か
ら
風
車
を
搬

入
、
秋
に
現
地
で
風
車
の
組
み

立
て
・
据
付
工
事
の
予
定
。
そ

の
後
、
平
成
31
年
２
月
か
ら
３

月
に
か
け
て
営
業
運
転
の
開
始

を
予
定
。

風力発電事業の今後の予定風力発電事業の今後の予定

質
問

上盛山町道拡幅工事

　答 平成 31年から営業運転
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　■
編
　
集
／
議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
　

■
印
刷
所
／
中
村
印
刷
株
式
会
社

■
発
行
責
任
者
／
議
会
議
長
　
西
　
哲
夫

　
〒
742-1402　

山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
503

　
TEL 0820-62-0364　

FAX 0820-62-0783

寒
風
の
吹
き
つ
け
る
季
節
も

終
わ
り
、
や
っ
と
人
々
が
表
に

飛
び
出
し
、
の
ん
び
り
と
す
ご

す
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
の
上
関
小
学
校

の
新
入
生
は
例
年
の
倍
に
な
る

22
名
で
す
。
多
く
の
新
し
い
仲

間
た
ち
を
迎
え
、
学
校
も
さ
ぞ

か
し
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
と
、
気
持
ち
も
ほ
こ
ろ

ん
で
き
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
議

会
だ
よ
り
が
皆
様
に
届
け
ら
れ

る
頃
に
は
、
祝
島
〜
柳
井
港
間

の
定
期
航
路
に
新
造
船
「
い
わ

い
」
が
就
航
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
快
適
な
船
旅
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

議会事務局が替わりました議会事務局が替わりました

委
員
長　

岩
木　

和
美

副
委
員
長　

嶋
尾　

忠
宏

委　

員　

海
下
竜
一
郎

　

〃　
　

山
戸　

貞
夫

　

〃　
　

山
村　

泰
志

委副委
議会広報広聴特別委員会

　

次
回
定
例
会
の
初
日
は

　

６
月
13
日
の
予
定
で
す
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会

全
国
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰

自
治
功
労
者
表
彰

山
戸
貞
夫
議
員

山
戸
貞
夫
議
員

河
村
満
生
議
員

河
村
満
生
議
員

　

三
月
末
で
松
永
升
之

議
会
事
務
局
長
が
定
年

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

41
年
間
、町
の
振
興
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
任
の
大
宮　

守
事

務
局
長
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

　

書
記
の
堀
野
智
子
さ

ん
（
旧
姓　

門
脇
）
が
寿

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

朝
鮮
通
信
史
ゆ
か
り
の
ま
ち

全
国
交
流
大
会
が
来
年
に
は
当

町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
６
月
の

通
信
史
到
来
ま
つ
り
を
プ
レ
大

会
で
開
催
す
る
な
ど
準
備
も
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
鮮
通

信
史
上
関
来
航
図
の
ユ
ネ
ス
コ

登
録
も
今
年
の
秋
に
は
決
定
予

定
で
す
。

　

２
月
28
日
付
で
病
気
加
療
中

の
た
め
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
２
月
に
初
当
選

し
、
２
期
に
わ
た
り
町
議
会
議

員
と
し
て
務
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、産
業
厚
生
常
任
委

員
長
な
ど
歴
任
し
、
町
政
や
地

域
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
、
大

き
な
足
跡
を
残
さ
れ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

上関町の
イメージキャラクター
を目指すのんのちゃん

大
宮　

守 

局
長

松
永
升
之 

前
局
長

「
町
村
議
会
議
員
と
し
て
15
年

以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た

者
」
と
し
て
受
賞
し
ま
し
た
。

新造船「いわい」 全国交流福山大会

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
「
の
ん
の
」
と
は
、
山
口
県
の

方
言
で
、
小
さ
な
子
ど
も
に
対

し
て
使
う
言
葉
で
「
上
を
向
く
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
上

関
町
が
上
を
向
い
て
、
明
る
い

未
来
を
目
指
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
町
花
で

あ
る
「
の
じ
ぎ
く
」
を
モ
チ
ー

フ
に
し
て
い
ま
す
。


